平成22年度対モザンビーク草の根・人間安全保障無償資金協力
「マプト州マシャヴァ郡チュメネ井戸建設計画」
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及び
「ガザ州ギジャ郡シバベル小学校建設計画」G/C署名式

�





2011年2月17日，平成22年度対モザンビーク草の根・人間の安全保障無償資金協力「マプト州マシャヴァ郡チュメネ井戸建設計画」（供与額：72,771米ドル）及び「ガザ州ギジャ郡シバベル小学校建設計画」（供与額：100，277米ドル）のG/C署名式が在モザンビーク日本大使館で執り行われました。


「マプト州マシャヴァ郡チュメネ井戸建設計画」は，被供与団体であるNGO「VGV」（VISÃO Global para Vida）がマプト州マシャヴァ郡において，5本の井戸を建設し、井戸維持管理教育を実施するプロジェクトに資金協力を行うものです。本支援により，地域住民の約2500家族（約1万2,140人）が安定的に飲料・生活水を確保できるようになります。


また，「ガザ州ギジャ郡シバベル小学校建設計画」は，被供与団体であるSamaritan’s Purse International Reliefがガザ州ギジャ郡に位置するシバベル小学校において６教室、４トイレ、２貯水タンクを建設し、学校家具を整備することによって教育環境の改善を図るプロジェクトに資金協力を行うものです。本支援により，シバベル小学校1学年から7学年の生徒590名と教師10名が同校の教育環境及び衛生環境の改善により直接裨益します。


本引渡式には，被供与団体関係者の他，モザンビーク政府より外務協力省関係者が参加しました。また，本式典の様子はTVM及びRTP社のメインニュースにて放映されました。





瀬川大使とG/C署名式に参加した被供与団体及び外務協力省代表者による乾杯














